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初
期
ナ
ザ
レ
派
の
中
世
再
構
成
に
お
け
る
版
画
の
役
割	

大
　
原
　
ま
ゆ
み

こ
の
各
論
で
は
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
副
題
に
掲
げ
た
﹁
創
造
・
伝

達
・
記
憶
﹂
と
い
う
版
画
の
機
能
の
う
ち
、
特
に
遠
い
時
代
の
記
憶
を
版

画
か
ら
汲
み
取
り
、
美
術
の
創
造
的
展
開
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
た
試
み
の

一
例
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
こ
の
論
の
骨
格
は
、
一
九
八
八
年
に
既
に

発
表
し
た
拙
論
﹁
フ
ラ
ン
ツ
・
プ
フ
ォ
ル
と
古
ド
イ
ツ
美
術
﹂
に
基
づ
い

て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く

1
。
こ
の
論
文
は
、
ナ
ザ
レ
派
の
創
始

者
の
ひ
と
り
プ
フ
ォ
ル
が
、
ド
イ
ツ
中
世
を
主
題
と
す
る
歴
史
画
の
新
し

い
潮
流
に
身
を
投
じ
た
際
、
版
画
を
は
じ
め
と
し
て
ど
ん
な
古
美
術
や
古

物
、
あ
る
い
は
書
物
を
拠
り
所
に
イ
メ
ー
ジ
世
界
を
紡
ぎ
出
し
た
か
を
、

初
め
て
具
体
的
に
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ツ
・
プ
フ
ォ
ル
と
そ
の
盟
友
た
ち
が
中
世
か
ら
初
期
近
世
の
美

術
、
特
に
ド
イ
ツ
自
体
の
美
術
に
関
心
を
向
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ

に
先
立
つ
一
七
七
〇
年
代
頃
か
ら
始
ま
る
文
学
・
批
評
分
野
で
の
新
し
い

潮
流
が
あ
っ
た

2
。
早
く
は
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
時
代
の

若
き
ゲ
ー
テ
が
、
評
論
﹃
ド
イ
ツ
の
建
築
﹄（
一
七
七
二
）
を
著
し
、
当
時

既
に
フ
ラ
ン
ス
に
帰
属
し
て
い
た
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
（
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー

ル
）
の
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
を
、
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
バ
ハ

と
い
う
棟
梁
個
人
の
天
才
に
帰
し
、
古
典
美
と
は
異
質
の
原
理
に
従
う
後

期
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
を
、
個
性
あ
ふ
れ
る
真
の
芸
術
と
し
て
肯
定
す
る
道
を

拓
い
た
。
そ
の
翌
年
彼
は
、
創
作
の
面
で
も
、
中
世
末
の
ド
イ
ツ
の
騎
士

を
主
人
公
と
す
る
戯
曲
﹃
ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
﹄
を
発

表
し
、﹁
騎
士
劇
﹂
の
先
鞭
を
付
け
て
い
る
。

世
紀
末
に
な
る
と
、
続
く
ロ
マ
ン
主
義
の
世
代
に
属
す
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
ヴ
ァ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
ダ
ー
と
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
テ
ィ
ー
ク
が
、﹃
芸
術

を
愛
す
る
修
道
僧
の
心
情
の
吐
露
﹄（
一
七
九
六
）
お
よ
び
﹃
芸
術
幻
想
﹄

（
一
七
九
九
）
と
い
う
二
点
の
エ
ッ
セ
ー
集
を
通
し
て
、
芸
術
に
お
い
て

 

︱
フ
ラ
ン
ツ
・
プ
フ
ォ
ル
の
場
合

︱
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は
宗
教
的
な
感
情
の
高
揚
が
重
要
で
あ
る
と
説
き
、
古
典
主
義
的
形
式
美

に
よ
ら
な
い
芸
術
に
対
し
て
も
寛
容
さ
を
求
め
た
。
特
に﹃
⋮
修
道
僧
⋮
﹄

は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
が
手
に
手
を
取
っ
て
並
び
立
つ
、
と

い
う
、
そ
の
後
長
く
影
響
力
を
持
つ
印
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
し
た
。

平
行
し
て
刊
行
さ
れ
始
め
た
テ
ィ
ー
ク
の
長
編
小
説
﹃
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ

テ
ル
ン
バ
ル
ト
の
遍
歴
﹄（
第
一
・
二
部
一
七
九
八
）
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

弟
子
を
主
人
公
と
す
る
芸
術
家
小
説
で
、
時
代
設
定
以
外
は
特
に﹁
中
世
﹂

風
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
当
時
の
多
く
の
若
者
の
心
を
捉
え
る
の
に
成

功
し
た
。

　

十
九
世
紀
に
入
る
と
す
ぐ
に
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
兄
弟
の
う
ち
、
弟
フ
リ

ー
ド
リ
ヒ
が
、
初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
お
よ
び
ド
イ
ツ
美
術
に
高
い
宗
教

性
を
認
め
、
そ
れ
ら
に
学
ぶ
こ
と
を
提
言
す
る
評
論
を
著
し
、
ヴ
ィ
ン
ケ

ル
マ
ン
以
来
の
（
新
）
古
典
主
義
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
美
術
観
に
反
旗
を
翻

し
た

3
。
ま
た
、
兄
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
、
一
八
〇
八
年
に

ヴ
ィ
ー
ン
で
行
な
っ
た
連
続
講
演
で
、
劇
文
学
に
お
い
て
自
民
族
の
歴
史

を
取
り
上
げ
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
き
、
同
じ
こ
と
が
絵
画
に
も
当
て
は

ま
る
、
と
説
い
た

4
。
同
じ
頃
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
歴
史
家
ホ
ル
マ
イ
ア
も
、

文
学
や
美
術
と
い
う
美
的
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
祖
国
の
歴
史
を
国
民
の
間

に
浸
透
さ
せ
よ
う
と
図
り
、
一
般
向
け
の
歴
史
書
を
執
筆
す
る
の
と
並
ん

で
、
若
手
芸
術
家
た
ち
に
祖
国
史
文
学
や
祖
国
史
画
を
描
か
せ
る
た
め
に

積
極
的
に
題
材
を
提
供
し
、
さ
ら
に
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
宣
伝
す
る
役

割
を
買
っ
て
出
、
そ
う
し
た
絵
の
注
文
主
で
あ
る
ヨ
ー
ハ
ン
大
公
と
と
も

に
、
祖
国
史
画
と
い
う
新
分
野
の
推
進
役
を
演
じ
た

5
。

　

こ
う
し
た
文
学
・
批
評
と
い
う
言
語
文
化
の
領
域
に
お
け
る
古
い
ド
イ

ツ
へ
の
着
目
は
、
特
に
ロ
マ
ン
派
の
時
代
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
侵
略
に
抗

す
る
民
族
意
識
の
覚
醒
を
背
景
に
行
な
わ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
美
術
に
関

わ
る
形
で
推
奨
さ
れ
た
の
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
め
と
い
う
時
期
は
、
実
は
そ
れ
ま
で
評

価
が
低
く
、
あ
ま
り
目
に
と
ま
る
こ
と
の
な
か
っ
た
古
い
ド
イ
ツ
美
術
の

存
在
が
、
可
視
化
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か
ら
戦
利
品
と
し
て
駆
り
集
め

た
空
前
絶
後
の
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
時
代
ご
と
・
流
派
別
と
い
う
美

術
史
的
分
類
に
し
た
が
っ
て
展
示
す
る
大
美
術
館
が
パ
リ
に
開
か
れ
た
こ

と
で
、
先
に
触
れ
た
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
（
弟
）
の
評
論
も
、
そ
の
機
会
に
接

し
た
か
ら
こ
そ
書
く
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
や
は
り
ナ
ポ
レ

オ
ン
が
誘
導
し
た
ド
イ
ツ
各
地
で
の
﹁
世
俗
化
﹂
に
よ
っ
て
、
多
く
の
宗

教
施
設
か
ら
美
術
品
が
放
出
さ
れ
る
事
態
と
な
り
、
ボ
ワ
ス
レ
ー
兄
弟
が

散
逸
を
止
め
よ
う
と
そ
れ
ら
を
集
め
、
一
時
期
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
公
開
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
こ
と
に
版
画
の
分
野
で

は
、
そ
れ
に
先
立
つ
十
八
世
紀
末
に
は
既
に
、﹃
ヴ
ァ
イ
ス
ク
ー
ニ
ヒ
﹄

（
初
版
一
七
七
五
、
図
1
）、﹃
凱
旋
行
進
﹄（
第
二
版
一
七
七
七
、
第
三
版

一
七
九
六
）、﹃
凱
旋
門
﹄（
第
四
版
一
七
九
九
）
と
い
う
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇

帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
時
代
の
ド
イ
ツ
版
画
の
黄
金
期
の
大
作
が
相
次

い
で
刊
行
さ
れ
た
。
一
七
九
六
年
に
は
、
フ
ー
バ
ー
と
ロ
ス
ト
の
編
纂
し

た
ド
イ
ツ
銅
版
画
の
手
引
き
が
ツ
ュ
ー
リ
ヒ
で
出
版
さ
れ

6
、
ま
た
版
画

の
見
事
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有
し
て
い
た
ヴ
ィ
ー
ン
で
は
、
十
九
世
紀
に
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入
る
と
す
ぐ
に
ア
ダ
ム
・
バ
ル
チ
ュ
が
浩
瀚
な
版
画
カ
タ
ロ
グ
の
出
版
を

開
始
し

7
、
そ
の
最
初
の
四
巻
が
ド
イ
ツ
版
画
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。

　

同
じ
頃
か
ら
、
直
接
の
美
術
品
以
外
に
も
、
中
世
の
遺
跡
・
文
化
財
や
、

古
画
な
ど
に
基
づ
く
古
い
時
代
の
衣
装
や
調
度
な
ど
を
、
広
い
読
者
層
に

紹
介
す
る
書
物
が
刊
行
さ
れ
始
め
た

8
。
歴
史
愛
好
家
、
あ
る
い
は
古
い

衣
装
の
知
識
が
望
ま
れ
る
あ
ら
ゆ
る
職
業
の
人
々
に
向
け
て
出
版
さ
れ
た

こ
う
し
た
書
物
に
は
版
画
挿
絵
が
付
い
て
お
り
、
や
や
稚
拙
な
が
ら
も
具

体
的
な
視
覚
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
し
て
い
る
（
図
2
、
3
）。

　

版
画
を
手
段
と
す
る
書
物
装
飾
で
は
、
中
世
か
ら
近
世
初
期
の
美
術
品

を
、
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
ず
に
用
い
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
ア
ヒ
ム
・

フ
ォ
ン
・
ア
ル
ニ
ム
と
ク
レ
メ
ン
ス
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
編
集
し
た
民
謡

集
﹃
少
年
の
魔
法
の
角
笛
﹄
第
二
巻
の
表
紙
に
は
、
中
世
末
の
豪
華
な
金

工
品
で
あ
る
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
角
笛
形
の
杯
が
精
緻
に
再
現
さ
れ
（
図

4
、
5
）、
同
じ
く
第
三
巻
の
表
紙
で
は
、
十
五
世
紀
末
の
版
画
に
描
か

れ
た
奏
楽
者
た
ち
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
、
す
な
わ
ち
十
九
世
紀
初
頭
当

図2　バウマイスター『ロル
ヒ修道院蔵のホーエンシュ
タウフェン家の人々の肖像
集』（1805刊）より「フリー
ドリヒ一世像」　彩色エッチ
ング

図3　シュリヒテグロル『古い図版に
基づく古ドイツの衣装、風習、道
具』（1802 [?]刊）より 16世紀の男
性装束二態　彩色エッチング

図1　『ヴァイスクーニヒ』初版（1775）
扉絵
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時
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
時
代
様
式
で
登
場
し
（
図
6
、
7
）、
収
録
さ

れ
た
民
謡
が
古
く
か
ら
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

古
美
術
の
紹
介
の
一
方
で
、
新
し
い
主
題
領
域
と
し
て
自
国
の
過

図4.　「オルデンブルクの角笛形杯」　1465
頃

図5.　『少年の魔法の角笛』第2巻
扉絵　1808刊

図6　メッケネム『リュートを弾く
男とハープを奏でる女』1497頃　
銅版

図7　『少年の魔法の角笛』第3
巻扉絵　1808刊
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去
を
取
り
上
げ
た
創
作
絵
画
も
登
場
す
る
。
と
は
い
え
、﹁
中
世
﹂
像

は
十
九
世
紀
初
頭
に
は
ま
だ
未
分
化
で
、
現
代
の
よ
う
な
厳
密
な
時
代

考
証
に
は
程
遠
く
、
古
い
も
の
、
古
来
の
も
の
を
漠
然
と
﹁
古
ド
イ
ツ

風
（altd

eu
tsch

）﹂
と
形
容
し
て
い
た
。
こ
の
語
は
ブ
ル
ン
ジ
ー
ク
に

よ
れ
ば
、
当
時
は
民
俗
的
（vo

lk
stü

m
lich

）
と
ほ
ぼ
同
義
だ
っ
た
と

言
わ
れ
る

9
。
ま
た
、
中
世
主
題
に
よ
る
初
期
の
美
術
作
品
は
、
特
に

十
八
世
紀
中
の
作
例
の
場
合
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
イ

ン
の
油
彩
画
﹃
牢
獄
で
死
刑
の
知
ら
せ
を
受
け
る
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
﹄

（
一
七
八
四
、
図
8
）
の
よ
う
に
、
教
皇
庁
と
の
戦
い
に
敗
れ
た
ホ
ー
エ

ン
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
家
最
後
の
直
系
男
子
の
悲
劇
と
い
う
主
題
自
体
は
目

新
し
い
も
の
の
、
様
式
的
に
は
ま
だ
古
典
主
義
が
支
配
的
で
、
多
少
違
和

感
の
あ
る
歴
史
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
は
、﹁
中
世
﹂
史
や
﹁
中
世
﹂
か

ら
伝
わ
る
文
学
に
基
づ
く
だ
け
で
な
く
、﹁
中
世
﹂
を
舞
台
に
し
た
新
し

い
創
作
文
学
も
生
ま
れ
た
が
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
内
容
の
も
の
が
多

く
、
絵
本
、
つ
ま
り
テ
ク
ス
ト
付
き
の
版
画
集
に
し
て
出
版
さ
れ
た
例
が

い
く
つ
も
あ
る
。
テ
ィ
ー
ク
作
の

聖
女
伝
に
基
づ
く
リ
ー
ペ
ン
ハ
ウ

ゼ
ン
兄
弟
の
版
画
集
﹃
ゲ
ノ
フ
ェ

ー
フ
ァ
﹄（
一
八
〇
六
、
図
9
）
や
、

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ド
・
ラ
・
モ
ッ

ト
・
フ
ー
ケ
の
水
の
精
譚
を
シ
ュ

ル
ツ
ェ
が
版
画
集
に
し
た
﹃
ウ
ン

デ
ィ
ー
ネ
﹄（
一
八
〇
八
）
の
例
で

は
、﹁
中
世
﹂
風
の
衣
装
や
調
度
を

意
識
し
つ
つ
も
、
ハ
ッ
チ
ン
グ
を

入
れ
ず
に
輪
郭
線
だ
け
で
描
写
す

る
、
古
典
主
義
時
代
に
人
気
を
博

し
た
技
法
（U

m
risszeich

n
u
n
g

）

が
、
ま
だ
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て

い
る
。

図8　ティッシュバイン『牢獄で死刑の知らせを受けるコ
ンラーディン』1784　油彩

図9　フランツとヨハネス・リーペンハウゼン『聖女ゲノ
フェーファ伝』（1806刊）より「ジークフリート伯爵と妻
ゲノフェーファの別れ」　エッチング
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こ
の
よ
う
な
美
意
識
や
様
式
、
そ
し
て
民
族
意
識
の
転
換
期
に
、
フ
ラ

ン
ツ
・
プ
フ
ォ
ル
（
一
七
八
八
︱
一
八
一
二
）
は
画
家
と
し
て
の
活
動
を

始
め
た
。
ヴ
ィ
ー
ン
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生
だ
っ
た
一
八
〇
八
年
の
四

月
後
半
か
五
月
に
、
彼
は
親
友
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク

（
一
七
八
九
︱
一
八
六
九
）
と
と
も
に
、﹁
プ
リ
ミ
テ
ィ
フ
美
術
﹂
に
開
眼

す
る
と
い
う
体
験
を
す
る
。
つ
ま
り
、
当
時
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
に
置
か
れ

て
い
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
久
し
ぶ
り
に
見
た
際
、

盛
期
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
の
雄
弁
で
闊
達
な
絵
画
よ
り
も
、
当
時
は
低
く
見

ら
れ
て
い
た
初
期
ド
イ
ツ
や
初
期
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
の
方
が

彼
ら
の
心
を
打
っ
た
の
で
あ
る

10
。﹁
プ
リ
ミ
テ
ィ
フ
美
術
﹂
の
持
つ
﹁
高

貴
な
る
単
純
﹂
を
手
本
に
、
美
術
の
刷
新
を
目
指
し
た
彼
ら
が
、
翌
年
志

を
同
じ
く
す
る
友
人
た
ち
と
﹁
聖
ル
カ
兄
弟
団
﹂
を
結
成
し
て
ア
カ
デ
ミ

ー
に
別
れ
を
告
げ
、
一
八
一
〇
年
に
は
ロ
ー
マ
に
移
住
し
、
周
囲
か
ら

﹁
ナ
ザ
レ
派
﹂
と
揶
揄
さ
れ
な
が
ら
、
新
た
な
復
古
主
義
の
先
駆
け
と
な
り
、

国
際
的
な
影
響
力
を
持
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

プ
フ
ォ
ル
が
な
ぜ
﹁
中
世
﹂
を
志
向
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
文
学
や

批
評
の
動
向
か
ら
の
感
化
だ
け
で
な
く
、
大
き
く
い
っ
て
三
つ
の
要
因
が

数
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
彼
ら
の
学
ん
で
い
た
ヴ
ィ
ー
ン
の
美
術
ア
カ
デ

ミ
ー
の
教
え
る
後
期
バ
ロ
ッ
ク
と
の
折
衷
的
な
古
典
主
義
が
、
彼
ら
に
は

技
術
が
勝
っ
て
心
が
こ
も
っ
て
い
な
い
表
現
に
見
え
た
上
、
高
飛
車
に
矯

正
し
よ
う
と
す
る
教
授
法
も
、
学
生
の
個
性
を
顧
み
な
い
や
り
方
と
し
て

反
発
の
的
に
な
っ
た
。
第
二
に
、
親
友
と
な
っ
た
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
の

廉
潔
な
人
柄
や
教
養
、
敬
虔
さ
の
影
響
で
、
芸
術
に
道
徳
的
な
高
さ
を
求

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。﹁
中
世
﹂
は
プ
フ
ォ
ル
に
と
っ
て
、
ま
だ
人
間
が
世

俗
的
か
つ
自
由
闊
達
に
走
り
す
ぎ
て
﹁
堕
落
﹂
す
る
前
の
、
人
間
の
尊
厳

が
保
た
れ
て
い
る
時
代
、
と
捉
え
ら
れ
、
新
時
代
の
知
性
を
も
っ
て
そ
こ

に
帰
る
こ
と
が
取
る
べ
き
道
と
考
え
ら
れ
た
。
第
三
に
、
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ

ッ
ク
と
自
分
と
を
比
較
し
、
宗
教
主
題
に
向
か
う
友
人
と
は
異
な
る
自
分

の
個
性
を
考
え
、
自
国
の
歴
史
の
絵
画
化
に
狙
い
を
定
め
た
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
絵
画
化
す
べ
き
中
世
を
い
か
に
し
て
知
る

か
で
あ
る
。
歴
史
書
や
文
学
を
読
ん
だ
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
直
接
の
視

覚
的
手
が
か
り
と
し
て
は
、
ま
ず
伝
承
さ
れ
た
実
物
（
建
造
物
、
家
具
調

度
・
道
具
類
、
甲
冑
・
武
具
、
宝
物
、
衣
類
な
ど
）
を
見
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
プ
フ
ォ
ル
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
伝
わ
る
古
い
美
術
品
・
甲

冑
・
家
具
調
度
類
の
博
物
館
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ラ
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
城

を
訪
れ
、
収
蔵
品
の
写
生
を
し
て
い
た
こ
と
は
、
最
近
に
な
っ
て
ハ
イ
ン

リ
ヒ
・
ト
メ
ン
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

11
。

　

美
術
家
に
と
っ
て
さ
ら
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
伝
承
さ
れ
た
美
術

品
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々
を
誇

る
ヴ
ィ
ー
ン
は
、
絵
画
に
お
い
て
も
版
画
に
お
い
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
だ

っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
現
物
、
そ
し
て
美
術
品
は
、
写
真

が
発
明
さ
れ
流
通
す
る
以
前
に
は
、
基
本
的
に
独
立
し
た
版
画
作
品
や
書

物
に
添
え
ら
れ
た
版
画
挿
絵
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
複
製
を
含
め
、
一
旦
美
術
家
の
主
観
や
様
式
に
よ
っ
て
再
構
成

さ
れ
た
視
覚
像
は
、
実
物
に
比
べ
間
接
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
作
成
さ

れ
た
当
時
の
人
々
の
世
界
の
捉
え
方
、
世
界
の
解
釈
が
入
っ
て
い
る
こ
と
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に
よ
っ
て
、
現
物
と
は
ま
た
別
の
﹁
中
世
﹂
像
を
伝
え
る
も
の
だ
と
言
え

る
。

　

さ
て
、
プ
フ
ォ
ル
自
身
は
、
実
は
﹁
プ
リ
ミ
テ
ィ
フ
美
術
へ
の
（
劇
的

な
）
開
眼
﹂
を
す
る
以
前
か
ら
、
古
版
画
に
関
心
を
抱
き
、
早
く
か
ら
収

集
に
手
を
染
め
て
い
た

12
。
そ
も
そ
も
、
両
親
の
死
後
職
業
訓
練
に
出
さ

れ
た
母
方
の
伯
父
ヨ
ー
ハ
ン
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
イ
ン
（
カ

ッ
セ
ル
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
イ
ン
、
一
七
四
二
︱
一
八
〇
八
）
は
、
エ
ッ
チ

ン
グ
の
解
説
書
を
著
し

13
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
の
目
録
を
作
る
な

ど
14
、
複
製
技
術
の
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
プ
フ
ォ
ル
は
こ
の

伯
父
の
許
で
過
ご
し
た
四
年
強
の
間
、
版
画
に
親
し
み
、
技
法
を
学
ん
だ

可
能
性
が
高
い

15
。
そ
れ
以
降
も
彼
の
古
版
画
へ
の
関
心
は
晩
年
ま
で
衰

え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
を
含
め
、
聖
ル
カ
兄
弟
団
の

そ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
に
も
、
ド
イ
ツ
の
古
版
画
は
指
針
の
ひ
と
つ
と
し
て

重
視
さ
れ
、
贈
り
物
と
し
て
手
か
ら
手
に
渡
っ
て
も
い
た
。

　

ド
イ
ツ
古
版
画
、
特
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
時
代
（
黄
金
時
代
）
の
そ
れ
は
、

実
際
に
プ
フ
ォ
ル
の
創
作
に
影
響
を
与
え
た

16
。
こ
と
に
ヴ
ィ
ー
ン
で
多

く
触
れ
る
こ
と
の
で
き
た
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
周
辺
で
作
ら
れ
た
版
画

は
、
人
体
ポ
ー
ズ
、
衣
装
や
調
度
品
、
建
造
物
と
い
っ
た
容
易
に
予
想
が

つ
く
領
域
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
場
合
は
も
っ
と
根
本
的
に
絵
画
世
界
を
生

み
出
す
際
の
大
き
な
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
一

方
で
、
版
画
自
体
の
持
つ
差
異
（
木
版
か
銅
版
か
エ
ッ
チ
ン
グ
か
、
と
い

っ
た
技
法
の
違
い
や
、
一
枚
も
の
か
書
物
挿
絵
と
い
う
形
体
差
な
ど
）
は
、

取
り
立
て
て
区
別
さ
れ
ず
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

具
体
例
と
し
て
二
つ
の
油
彩
画
を
取
り
上
げ
よ
う
。
二
点
と
も
主
題
は

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
﹁
始
祖
﹂
ル
ー
ド
ル
フ
に
ま
つ
わ
る
挿
話
か
ら
採
ら

れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
小
品
﹃
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
伯
爵
ル
ー
ド
ル
フ
と
司
祭
﹄（
一
八
〇
九

︱
一
〇
、
図
10
）
を
見
よ
う
。
主
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ル
ー
ド
ル
フ

が
ま
だ
一
介
の
伯
爵
だ
っ
た
頃
、
狩
の
途
中
で
、
瀕
死
の
教
区
民
に
臨
終

の
秘
跡
を
施
す
た
め
聖
体
を
運
ぶ
司
祭
が
、
橋
の
流
さ
れ
た
川
を
徒
歩
で

渡
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
遭
遇
し
、
自
分
の
乗
っ
て
い
た
馬
を
提
供
し
た
、

図10　プフォル『ルードルフ・フォン・ハプスブルクと司
祭』1809-10　油彩
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と
い
う
伝
説
で
あ
り
、
そ
の
敬
神
に
感
動
し
た
司
祭
が
神
の
報
い
を
予
言

し
、
そ
の
後
伯
爵
と
そ
の
子
孫
が
王
と
な
っ
た
こ
と
で
予
言
が
成
就
し
た
、

と
い
う
後
日
譚
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
逸
話
は
ス
イ
ス
の
年
代
記
な
ど
に

よ
っ
て
十
四
世
紀
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
が

17
、
一
八
〇
三
年
に
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
・
シ
ラ
ー
が
バ
ラ
ー
ド
の
ひ
と
つ
﹃
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
伯
爵
﹄
に
取

り
上
げ
て
か
ら
は
皇
帝
家
周
辺
以
外
で
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
御
膝
元
の
ヴ
ィ
ー
ン
で
も
、
ホ
ル
マ
イ
ア
ら
が
特
に

推
奨
す
る
主
題
だ
っ
た
。

　

十
九
世
紀
初
頭
の
時
点
で
、
こ
の
主
題
の
造
形
化
の
先
例
と
し
て
恐
ら

く
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
か
つ
て
ヤ
ー
コ
ブ
・
フ
ッ
ガ
ー
が
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
贈
呈
し
た
豪
華
手
稿
本
に
基
づ
き
、
皇
帝
レ
ー
オ
ポ
ル

ト
一
世
の
意
向
で
改
筆
・
出
版
さ
れ
た
、
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ォ
ン
・

ビ
ル
ケ
ン
の
大
著
﹃
い
と
も
褒
む
べ
き
オ
ー
ス
ト
リ
ア
家
の
栄
誉
の
鏡
﹄

（
一
六
六
八
）
に
付
さ
れ
た
、
ヨ
ー
ナ
ス
・
ア
ル
ノ
ル
ト
の
下
絵
に
よ
る

銅
版
画
挿
絵
（
図
11
）
だ
ろ
う
。
ホ
ル
マ
イ
ア
と
と
も
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

史
の
造
形
化
を
推
進
し
て
い
た
ヨ
ー
ハ
ン
大
公
の
周
辺
で
は
、
こ
の
書
物

が
同
家
の
歴
史
を
知
る
手
引
き
の
ひ
と

つ
と
さ
れ
、
挿
絵
も
参
考
に
さ
れ
て
い
た
。

実
際
、
ナ
ザ
レ
派
の
ひ
と
り
ユ
ー
リ
ウ

ス
・
シ
ュ
ノ
ル
・
フ
ォ
ン
・
カ
ロ
ル
ス

フ
ェ
ル
ト
の
兄
で
、
ヴ
ィ
ー
ン
で
活
動

し
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ

ン
ト
（
一
七
八
八
︱
一
八
五
三
）
に
よ
る

シ
ラ
ー
著
作
集
の
挿
絵
（
一
八
〇
九
刊
）

は
、
画
面
左
手
の
狩
の
従
者
た
ち
を
除
き
、

ア
ル
ノ
ル
ト
の
構
図
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
主
題
を
繰
り
返

し
描
い
た
カ
ー
ル
・
ル
ス
の
同
年
の
版

画
（
図
12
）
も
、
ア
ル
ノ
ル
ト
の
設
定
を

展
開
さ
せ
、
司
祭
の
一
行
が
正
面
向
き

に
な
り
、
従
者
た
ち
が
跪
い
て
い
る
の

図11　ビルケン『いとも褒むべきオーストリア家の栄誉の
鏡』（1668刊）挿絵「ルードルフ・フォン・ハプスブルク
と司祭」

図12　ルス『ルードルフ・フォン・ハプスブルクと司祭』
1809　エッチング、アクァチンタ
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が
目
立
っ
た
変
更
点
で
あ
る
。
中
世
風
の
狩
猟
服
等
が
再
現
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
跪
く
従
者
の
筋
肉
表
現
や
、
伴
僧
役
の
少
年
た
ち
の
髪
型
や

風
に
翻
る
薄
手
の
祭
服
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
が
教
え
る
古
典
主
義
の
マ
ニ

エ
ラ
が
透
け
て
見
え
る
。
実
際
、
ル
ス
の
手
記
に
よ
れ
ば
、
初
め
て
中
世

史
を
描
く
よ
う
持
ち
掛
け
ら
れ
た
際
、
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
教
育
は
﹁
ギ
リ

シ
ャ
風
﹂、
つ
ま
り
古
典
主
義
の
も
と
に
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
ド
イ

ツ
の
過
去
は
全
く
知
ら
な
い
、
と
答
え
る
し
か
な
か
っ
た
と
い
う

18
。

プ
フ
ォ
ル
の
構
図
も
、
ア
ル
ノ
ル
ト
同
様
、
馬
か
ら
降
り
た
伯
爵
が
、

向
か
い
合
っ
て
立
つ
司
祭
に
そ
の
馬
を
勧
め
る
姿
を
中
央
に
置
き
、
伯
爵

の
傍
に
狩
の
従
者
と
猟
犬
、
司
祭
の
傍
に
後
ろ
姿
の
聖
具
室
係
を
配
し
て

い
る
。
前
景
左
端
の
画
枠
で
断
ち
切
ら
れ
た
樹
木
や
手
前
の
二
頭
の
猟
犬

は
、
直
接
ア
ル
ノ
ル
ト
か
ら
採
ら
れ
て
さ
え
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
絵
の

持
つ
静
け
さ
、
清
廉
さ
は
、
ア
ル
ノ
ル
ト
や
ル
ス
と
は
か
な
り
異
な
っ
た

印
象
を
見
る
者
に
与
え
る
。
こ
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
を
解
く
に
は
、
プ
フ
ォ
ル
が
ど
の
よ
う
に
絵
を
組
み
立
て
て
い
る

か
を
、
少
し
詳
し
く
見
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
森
の
外
れ
ら
し
い
風
景

の
前
に
、
わ
ず
か
四
人
の
登
場
人
物
が
並
ぶ
だ
け
の
構
成
だ
が
、
プ
フ
ォ

ル
は
﹁
古
典
主
義
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
マ
ニ
エ
ラ
に
中
世
風
の
皮
を
被
せ
る
﹂

の
で
は
な
く
、
徹
底
し
て
﹁
ド
イ
ツ
美
術
の
黄
金
時
代
の
造
形
﹂、
特
に

版
画
に
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
物
語
を
再
現
す
る
上
で
必
要
最
小
限
に
絞
ら
れ
た
四
人
の
人
物

を
見
て
み
よ
う
。
彼
ら
の
ポ
ー
ズ
に
は
す
べ
て
出
典
が
あ
る
。
と
も
に
凛

と
し
た
立
ち
姿
で
向
き
合
う
伯
爵
と
司
祭
に
は
、﹃
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一

世
の
凱
旋
行
進
﹄
中
の
征
服
地
の
貴
人
の
列
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
視
線
を
合

わ
せ
て
立
つ
二
人
が
選
ば
れ
て
い
る
（
図
13
）19
。
貴
族
で
あ
り
、
領
主
で

あ
る
が
世
俗
の
平
信
徒
の
ル
ー
ド
ル
フ
と
、
神
に
仕
え
る
身
だ
が
下
級
聖

職
者
で
あ
る
教
区
司
祭
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
取
ら
せ
る
か
は
、
構
図
の

要
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
両
者
の
力
関
係
や
主
題
の
解
釈
を
示
す
上
で
重

要
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
両
者
は
ま
さ
に
対
等
で
均
衡
し
て
い
る
と
言
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
ル
ー
ド
ル
フ
の
背
後
に
細
身
の
槍
を
持
っ
て
控
え
る
若

図13　ブルクマイア『マクシミリアン一世の凱旋行進』（初
版1526）第124図部分　木版
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い
従
者
に
は
、﹃
ト
イ
ア
ー
ダ
ン
ク
﹄
第
二
十
四
図
か
ら
、
主
人
公
の
騎

士
ト
イ
ア
ー
ダ
ン
ク
に
常
に
付
き
従
う
忠
実
な
従
者
エ
ー
レ
ン
ホ
ル
ト

が
、
同
じ
よ
う
に
右
手
に
斜
め
に
杖
を
持
ち
、
左
手
を
胸
に
当
て
て
小
首

を
傾
げ
、
宿
敵
フ
ュ
ア
ヴ
ィ
テ
ィ
ッ
ヒ
に
一
撃
を
与
え
る
主
人
を
見
守
る

姿
（
図
14
）
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ン
プ
と
鐘
を
手
に
司
祭
の
供
を
す

る
若
い
祭
具
室
係
の
方
は
、
ア
ル
ノ
ル
ト
由
来
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
同

じ
く
﹃
ト
イ
ア
ー
ダ
ン
ク
﹄
第
四
十
一
図
の
、
エ
ー
レ
ン
ホ
ル
ト
が
主
人

の
猪
退
治
に
立
ち
会
う
後
姿
（
図
15
）
に
も
よ
り
安
定
し
た
ポ
ー
ズ
が
見

出
さ
れ
る
。
四
人
は
四
様
を
示
し
な
が
ら
も
全
員
が
力
を
抜
い
た
姿
勢
で

静
か
に
立
ち
、
衣
装
や
衣
文
線
も
垂
直
線
を
連
ね
て
お
り
、
動
き
の
あ
る

身
振
り
は
馬
を
勧
め
る
ル
ー
ド
ル
フ
の
右
腕
ひ
と
つ
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

ア
ル
ノ
ル
ト
の
身
を
屈
め
て
愛
想
よ
い
表
情
を
浮
か
べ
る
伯
爵
と
、
行
く

手
を
指
さ
し
て
状
況
を
説
明
す
る
司
祭
、
談
笑
す
る
従
者
た
ち
と
そ
れ
に

気
を
取
ら
れ
る
馬
、
と
い
っ
た
、
賑
や
か
な
細
部
は
な
い
。

　

服
飾
等
に
つ
い
て
も
、
プ
フ
ォ
ル
は
主
題
や
構
図
に
合
う
も
の
を
古
美

術
か
ら
見
出
そ
う
と
気
を
配
っ
て
い
る
。
ル
ー
ド
ル
フ
の
着
用
し
て
い
る
、

図14　ベック『トイアーダンク』（初版 1517）第24図　
木版

図15　ベック『トイアーダンク』（初版1517）第41図　
木版
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裾
に
多
く
の
襞
の
あ
る
膝
丈
の
ダ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
肘
ま
で
ふ
く
ら
ま
せ
た

袖
が
ア
ル
ノ
ル
ト
と
共
通
す
る
が
、
基
本
的
に
十
六
世
紀
前
半
の
男
性
像

に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

20
。
肩
に
掛
け
て
い
る
狩
猟
道
具
を
吊
る

皮
帯
に
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
﹃
聖
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
﹄（
一
五
〇
〇

︱
〇
二
頃
）
の
吊
り
帯
と
同
じ
ア
ー
ガ
イ
ル
模
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
彼

の
従
者
が
胴
着
の
上
に
重
ね
て
い
る
特
徴
あ
る
形
の
チ
ョ
ッ
キ
は
、﹃
凱

旋
行
進
﹄
中
の
仮
面
舞
踏
者
（
図
16
）
等
が
着
用
し
て
い
る
、
古
い
シ
ュ

ヴ
ァ
︱
ベ
ン
地
方
の
衣
装
と
さ
れ
る
皮
チ
ョ
ッ
キ
に
近
く
、
ル
ー
ド
ル
フ

が
シ
ュ
ヴ
ァ
︱
ベ
ン
に
近
接
す
る
領
地
を
持
つ
伯
爵
で
あ
っ
た
こ
と
を
想

起
さ
せ
る
。
ま
た
、
馬
の
背
を
覆
う
飾
り
ネ
ッ
ト
は
、﹃
凱
旋
行
列
﹄
中

の
鹿
狩
り
マ
イ
ス
タ
ー
の
馬
具
（
図
17
）
に
由
来
す
る
が
、
た
て
が
み
に

飾
ら
れ
た
樫
の
葉
と
と
も
に
、
神
へ
の
価
値
あ
る
贈
り
物
を
引
き
立
て
る

美
し
い
装
飾
と
な
っ
て
い
る
。

　

周
囲
の
空
間
に
目
を
転
ず
る
と
、
群
像
の
す
ぐ
奥
の
中
央
付
近
に
大
き

く
木
を
配
置
し
、
そ
の
左
側
で
は
十
字
架
の
立
つ
切
り
通
し
の
道
の
先
に

伯
爵
の
城
、
右
側
で
は
川
向
う
に
司
祭
の
目
的
地
で
あ
る
村
が
遠
望
さ
れ

る
。
前
景
の
人
物
た
ち
と
の
位
置
関
係
は
曖
昧
で
、﹁
空
間
﹂
は
モ
テ
ィ

ー
フ
を
合
理
的
に
収
め
る
容
器
と
い
う
よ
り
、
い
わ
ば
﹁
語
る
背
景
﹂、

つ
ま
り
物
語
に
参
加
し
て
状
況
や
人
物
の
人
と
な
り
を
そ
れ
と
な
く
説
明

す
る
書
割
と
な
っ
て
い
る
。
遠
景
の
城
や
村
は
ア
ル
ノ
ル
ト
に
も
見
ら
れ

図16　ブルクマイア『マクシミリアン一世の凱旋行進』（初版
1526）第31図部分　木版

図17　ブルクマイア『マクシ
ミリアン一世の凱旋行進』

（初版1526）第9図部分　木
版
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る
が
、
プ
フ
ォ
ル
は
こ
こ
で
も
よ
り
古
い
造
形
法
に
目
を
向
け
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
中
央
に
木
を
置
い
て
背
景
を
二
分
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
物
語
に
関
連
す
る
要
素
を
配
置
し
て
読
み
取
り
を
要
求
す
る
の
は
、

初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
や
ド
イ
ツ
の
絵
画
・
版
画
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る

方
法
で
、
そ
の
一
例
で
あ
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
﹃
キ
リ
ス
ト
哀
悼
﹄

（
一
四
九
八
頃
、
図
18
）
を
、
プ
フ
ォ
ル
は
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
中
央
の
枯
れ
木
を
挟
ん
で
左
手
は
磔
刑
の
行
な
わ
れ
た
カ
ル
ヴ

ァ
リ
オ
か
ら
下
る
山
道
、
右
手
遠
景
に
は
エ
ル
サ
レ
ム
が
登
場
し
て
い
る
。

木
々
の
枝
ぶ
り
や
地
面
の
凹
凸
は
、
前
景
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
受
難
劇
に

感
応
し
て
身
を
よ
じ
っ
て
い
る
。
後
景
を
捉
え
る
や
や
俯
瞰
的
な
視
角
は

前
景
の
そ
れ
と
は
合
致
せ
ず
、
風
景
は
哀
悼
場
面
を
補
足
し
な
が
ら
も
、

そ
の
書
割
と
な
っ
て
い
る
。

　

色
彩
も
ま
た
、
モ
テ
ィ
ー
フ
・
風
景
と
も
に
ほ
と
ん
ど
濃
淡
の
な
い
固

有
色
の
平
塗
り
、
と
い
う
、
版
画
の
彩
色
に
近
い
処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
油
彩
画
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
体
感
や
空
間
を
示
唆
す

る
モ
デ
リ
ン
グ
も
明
暗
も
希
薄
で
、
そ
れ
が
こ
の
作
品
に
、
あ
る
種
の
現

実
離
れ
し
た
雰
囲
気
を
与
え
る
の
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
人
物
に
関
わ
る

色
相
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
プ
フ
ォ
ル
は
心
理
的
効
果
に
基
づ
く
象
徴
性

や
調
和
を
与
え
よ
う
と
考
え
て
お
り
、
温
和
な
金
髪
の
従
者
に
は
髪
色
に

映
え
る
赤
の
胴
着
、
元
気
の
よ
い
褐
色
の
髪
の
伯
爵
に
は
逆
に
抑
え
た
色

の
ダ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て
落
ち
着
き
を
与
え
、
誇
り
高
い
黒
髪
の
司
祭
に

は
、
黒
い
僧
服
と
純
白
の
ス
ペ
ル
ペ
リ
チ
ウ
ム
、
空
色
の
ス
ト
ラ
に
よ
り
、

清
潔
で
毅
然
と
し
た
雰
囲
気
を
ま
と
わ
せ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
操
作
に
よ
り
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
十
五
・
十
六
世
紀
の

造
形
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
制
作
当
時
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
手
法
に
よ
る

現
実
感
や
感
情
の
表
現
を
意
図
的
に
回
避
し
て
お
り
、
や
や
生
硬
だ
か
ら

こ
そ
の
静
謐
さ
を
湛
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

二
点
目
の
﹃
一
二
七
三
年
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
伯
ル
ー
ド
ル
フ
の
バ
ー
ゼ

ル
入
城
﹄（
一
八
〇
八
︱
一
〇
、
図
19
）
は
、
ル
ー
ド
ル
フ
が
ロ
ー
マ
王
に

選
出
さ
れ
た
と
の
知
ら
せ
が
入
っ
た
た
め
に
、
フ
ェ
ー
デ
の
最
中
だ
っ
た

伯
爵
と
バ
ー
ゼ
ル
市
が
和
解
し
、
市
が
伯
爵
の
一
行
を
市
内
に
迎
え
る
と

い
う
、
歴
史
上
実
際
に
起
き
た
事
件
を
取
り
上
げ
て
い
る
。﹃
司
祭
﹄
と

は
異
な
り
、
先
行
す
る
造
形
例
の
な
い
全
く
新
し
い
主
題
で
、
プ
フ
ォ
ル

図18　デューラー『大受難伝』（1511刊）より
「キリスト哀悼」　木版
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は
こ
れ
を
、
当
時
名
声
の
高
か
っ
た
ス
イ
ス
の
歴
史
家
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ォ

ン
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
代
表
作
﹃
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
史
﹄
か
ら
採
っ
て
い
る
。

こ
の
書
物
は
先
に
言
及
し
た
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
（
兄
）
の
講
演
会
で
も
言
及

さ
れ
て
お
り
、
プ
フ
ォ
ル
が
講
演
を
聴
い
て
触
発
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

﹃
司
祭
﹄
の
主
題
が
﹁
敬
虔
﹂
あ
る
い
は
﹁
善
行
﹂
の
範
例
だ
っ
た
よ
う
に
、

彼
が
﹃
入
城
﹄
の
主
題
を
単
に
歴
史
的
事
件
と
し
て
で
は
な
く
、﹁
寛
大
な

赦
し
と
和
解
﹂
の
範
例
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
は
、
彼
自
身
の
解
説
と
、

正
面
に
描
か
れ
た
建
物
の
壁
面
に
五
面
の
壁
画
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
﹁
エ

ジ
プ
ト
の
ヨ
セ
フ
﹂
の
物
語
か
ら
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

21
。
新
主
題

で
あ
る
上
、﹃
司
祭
﹄
の
四
倍
以
上
の
面
積
を
持
ち
、
広
い
空
間
に
は
る

か
に
多
数
の
人
物
を
配
す
る
必
要
の
あ
る
こ
の
作
品
の
場
合
、
プ
フ
ォ
ル

は
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
を
紡
ぎ
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
ず
人
物
を
見
て
み
よ
う
。
身
体
の
ご
く
一

部
し
か
見
え
な
い
見
物
す
る
群
衆
を
含
め
る
と
、
画
面
に
は
百
八
十
名
ほ

ど
の
人
物
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
前
景
の
目
立
つ
人
物

た
ち
に
つ
い
て
は
、
画
家
は
こ
こ
で
も
応
用
で
き
そ
う
な
先
例
を
古
美
術

か
ら
丁
寧
に
捜
し
て
い
る
。
そ
の
ソ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
や
は

り
デ
ュ
ー
ラ
ー
時
代
の
一
枚
刷

り
ま
た
は
組
み
物
の
版
画
が
多

い
。
た
と
え
ば
、
行
列
や
や
右

寄
り
の
部
分（
図
20
）
に
注
目
す

る
と
、
全
身
甲
冑
に
身
を
固
め
、

兜
に
孔
雀
の
羽
を
飾
っ
て
い
る

白
馬
の
騎
士
は
、
ハ
ン
ス
・
ブ

ル
ク
マ
イ
ア
の
木
版
画
﹃
皇
帝

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
騎
馬
像
﹄

（
一
五
〇
八
、
図
21
）
の
雄
姿
を

原
型
と
し
て
い
る

22 

。
そ
の
右

図19　プフォル『1273年のルードルフ・フォン・ハプスブルクのバ
ーゼル入城』1808-10　油彩

図20　図19の部分
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奥
で
こ
ち
ら
側
を
向
い
て
い
る
髭
の
人
物
は
、
世
俗
選
帝
侯
の
正
装
で
あ

る
ア
ー
ミ
ン
の
毛
皮
の
帽
子
と
マ
ン
ト
を
身
に
着
け
て
い
る
が
、
元
に
な

っ
て
い
る
の
は
ニ
ク
ラ
ス
・
シ
ュ
テ
ア
の
﹃
選
帝
侯
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

辺
境
伯
ヨ
ア
ヒ
ム
﹄（
一
五
四
四
、
図
22
）
の
正
装
姿
で
あ
る

23
。
そ
の
右

手
前
を
馬
ま
で
完
全
武
装
さ
せ
て
歩
む
武
人
は
、﹃
ヴ
ァ
イ
ス
ク
ー
ニ
ヒ
﹄

第
五
十
二
図
に
登
場
す
る
戦
術
教
育
係
（
図
23
）
の
装
束
を
そ
の
ま
ま
頂

戴
し
て
い
る
。
彼
の
手
前
で
仁
王
立
ち
に
な
り
、
市
民
と
も
め
て
い
る
歩

兵
は
、
服
装
こ
そ
違
う
が
、
シ
ュ
テ
ア
の
﹃
ラ
ン
ツ
ク
ネ
ヒ
ト
の
ピ
ュ
ッ

ト
ナ
ー
﹄（
一
五
三
五
頃
、
図
24
）
が
モ
デ
ル
だ
ろ
う
。
ほ
か
に
も
い
く
つ

か
の
人
物
の
ポ
ー
ズ
、
走
る
犬
、
衣
装
、
馬
具
な
ど
が
、
主
に
デ
ュ
ー
ラ

ー
時
代
の
版
画
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。﹃
司
祭
﹄
に
比
べ
、
や
や
大
き
な

図21　ブルクマイア『皇帝マクシミリアン一世
武装騎馬像』1508　木版

図23　ブルクマイア『ヴァイスクーニヒ』
第52図　1514-15　木版

図22　シュテア『選帝侯ブランデンブルク
辺境伯ヨアヒム』1544　木版
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身
振
り
や
顔
の
表
情
を
伴
う
人
物
も
点
在
す
る
と
は
い
え
、
生
硬
に
見
え

る
が
ゆ
え
の
静
謐
さ
は
、
こ
の
作
品
を
も
支
配
し
て
い
る
。

比
較
的
最
近
指
摘
さ
れ
た
事
例
で
は
、
ヴ
ィ
ー
ン
の
帝
室
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
プ
フ
ォ
ル
が
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
模
写
も
し
た
ら
し
い

﹃
メ
ン
ペ
ル
ガ
ル
ト
（
モ
ン
ベ
リ
ア
ー
ル
）
の
祭
壇
画
﹄（
一
五
四
〇
頃
、

図
25
）
か
ら
の
借
用
が
あ
る
24 
。
こ
の
多
翼
祭
壇
画
の
一
画
面
（
左
側
第

一
翼
裏
面
の
三
段
目
中
央
図
）
で
、
失
わ
れ
た
羊
と
銀
貨
の
譬
え
話
に
耳

を
傾
け
る
男
の
ひ
と
り
の
、
斜
め
後
ろ
向
き
の
立
ち
姿
、
お
よ
び
顎
紐
付

き
の
平
ら
な
帽
子
・
後
ろ
中
央
に
ス
リ
ッ
ト
の
入
っ
た
ロ
ッ
ク
・
縦
縞
の

ホ
ー
ズ
と
い
っ
た
特
徴
あ
る
服
装
（
図
26
）
を
、
左
右
反
転
し
一
部
修
正

し
た
上
で
、﹃
バ
ー
ゼ
ル
入
城
﹄
の
前
景
左
端
で
女
性
た
ち
と
立
ち
話
を

し
て
い
る
白
い
ダ
ブ
レ
ッ
ト
の
男
（
図
27
）
に
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

板
絵
も
ま
た
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
と
な
っ
た
例
の
ひ
と
つ
だ
が
、
実
は
﹃
メ

ン
ペ
ル
ガ
ル
ト
の
祭
壇
画
﹄
は
、
祭
壇
画
と
し
て
は
ル
ー
タ
ー
派
特
有
の

や
や
特
殊
な
造
り
に
属
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ス
ケ
ー
ル
を
最
大
に

生
か
し
た
大
画
面
絵
画
で
は
な
く
、

図24　シュテア『ランツクネヒトの
ピュットナー』1535頃　木版

図25　フュルマウラーと彼の工房『メンペルガルト
の祭壇画』1540頃　油彩

図26　プフォルまたはフォーゲル
『メンペルガルトの祭壇画』抜き
描き模写　ペン、水彩

図27　図19の部分
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三
対
あ
る
翼
の
表
裏
面
と
も
各
十
二
の
小
画
面
に
均
等
に
分
割
さ
れ
、
中

央
面
も
、
そ
の
更
に
中
央
に
あ
る
磔
刑
図
以
外
は
、
同
じ
サ
イ
ズ
の
小
画

面
が
三
方
を
囲
み
、
総
計
百
五
十
七
も
の
場
面
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の

上
、
各
画
面
に
は
ド
イ
ツ
語
訳
新
約
聖
書
に
基
づ
く
長
い
テ
ク
ス
ト
が
、

カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
に
収
め
て
挿
入
さ
れ
て
い
る

25
。
し
た
が
っ
て
、
絵
本

化
さ
れ
た
聖
書
の
頁
を
板
の
上
に
並
び
広
げ
て
読
む
と
い
っ
た
構
成
で
あ

り
、
版
画
挿
絵
と
絵
画
の
中
間
の
よ
う
な
作
例
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
﹃
バ
ー
ゼ
ル
入
城
﹄
の
舞
台
と
な
る
空
間
は
、
都
市
の
中
の
広
い
通
り

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
プ
フ
ォ
ル
は
ス
イ
ス
旅
行
中
の
友
人
に
頼
ん
で
バ

ー
ゼ
ル
市
内
の
様
子
を
描
き
送
ら
せ
、
実
景
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
が
、

結
局
使
え
な
い
と
判
断
し
、
都
市
景
観
の
﹁
タ
イ
プ
﹂
を
や
は
り
古
美
術

の
中
に
捜
し
た
よ
う
で
あ
る
。
行
列
の
背
後
の
、
い
か
に
も
中
世
風
な
出

窓
な
ど
の
あ
る
建
物
群
は
、﹃
ヴ
ァ
イ
ス
ク
ー
ニ
ヒ
﹄
第
二
四
九
図
（
図

28
）
に
似
た
光
景
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
作
品
の
構
図
を
形
成
す
る
核
心
は
、
建
物
群
と
い
う
よ

り
、
前
景
右
手
か
ら
左
へ
進
み
、
中
央
の
ル
ー
ド
ル
フ
を
境
に
奥
へ
と
方

向
を
転
じ
、
急
角
度
の
遠
近
法
に
従
っ
て
市
の
代
表
者
た
ち
が
待
ち
受
け

る
広
場
へ
と
向
か
う
行
列
の
運
動
の
方
に
こ
そ
あ
る
。
つ
ま
り
、
舞
台
を

作
っ
て
か
ら
人
物
を
配
置
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
入
城
行
進
の
大
き
な

流
れ
が
あ
り
、
都
市
風
景
は
あ
と
か
ら
付
い
て
来
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
方
向
転
換
し
て
隘
路
を
奥
に
進
む
行
列
の
造
形
は
、
マ
ク
シ
ミ

リ
ア
ン
帝
の
﹃
凱
旋
行
進
﹄
の
、
一
方
向
に
連
綿
と
続
く
フ
リ
ー
ズ
形
式

と
は
全
く
異
な
り
、
そ
の
原
型
は
初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
版
画
や
写
本

挿
絵
に
見
出
さ
れ
る
。
特
に
プ
フ
ォ
ル
が
知
っ
て
い
た
こ
と
が
確
実
な
マ

ル
テ
ィ
ン
・
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
の
﹃
十
字
架
の
道
行
﹄（
図
29
）
が
大
き

な
示
唆
を
与
え
た
と
推
測
さ
れ
る

26
。

　

人
物
像
の
静
謐
さ
や
行
列
全
体
の
示
す
流
れ
と
並
ん
で
、
こ
の
複
雑
な

群
像
を
カ
オ
ス
か
ら
救
っ
て
い
る
も
う
ひ
と
つ
の
要
素
は
、
色
彩
で
あ
る
。

﹃
司
祭
﹄
と
同
じ
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
濃
淡
／
明
暗
の
な
い
平
塗
り
の
明

る
い
色
彩
が
、
オ
ー
ク
ル
が
か
っ
た
灰
色
を
基
調
色
と
す
る
画
面
の
上
で
、

図 28　 ブ ル ク マ イ ア『 ヴ ァ イ ス ク ー ニ ヒ 』第 249 図　
1514-15　木版
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平
面
上
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
よ
う
に
配
分
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る

27
。
特
に
白

の
多
用
は
、
清
潔
感
と
別

世
界
感
を
も
た
ら
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
プ

フ
ォ
ル
は
黄
金
時
代
の
ド

イ
ツ
美
術
、
特
に
版
画
と

い
う
、
手
元
に
置
い
て
細

部
ま
で
吟
味
し
、
並
べ
た

り
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る

こ
と
が
容
易
な
メ
デ
ィ
ウ

ム
と
対
話
し
つ
つ
、
モ
テ

ィ
ー
フ
や
装
束
の
借
用
に

留
ま
ら
な
い
造
形
原
理
の

奥
に
ま
で
近
づ
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
十
三
世

紀
の
出
来
事
の
再
現
に
十
五
・
十
六
世
紀
の
資
料
を
使
う
、
と
い
う
時
代

錯
誤
や
、
手
本
を
古
代
か
ら
デ
ュ
ー
ラ
ー
時
代
に
変
え
た
歴
史
主
義
、
と

い
う
批
判
は
も
ち
ろ
ん
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
プ
フ
ォ
ル
が
古
典
主

義
の
常
識
を
脱
し
、
中
世
の
﹁
高
貴
な
る
単
純
﹂
か
ら
近
代
を
拓
く
こ
と

を
試
み
た
時
、
古
版
画
は
、
表
面
的
な
ヒ
ン
ト
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
過

去
の
息
吹
を
伝
え
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
し
て
、
測
り
が
た
い
恩
恵
を
も

た
ら
し
た
に
相
違
な
い
。

註1 

大
原
ま
ゆ
み
﹁
フ
ラ
ン
ツ
・
プ
フ
ォ
ル
と
古
ド
イ
ツ
美
術
﹂、﹃
実
践

女
子
大
学
文
学
部
紀
要
﹄
第
三
十
号
、
一
九
八
八
、九
七
︱
一
四
二
頁
。

2 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
論
文
の
第
１
項
﹁
一
八
〇
〇
年
前
後
に
お

け
る
古
ド
イ
ツ
美
術
の
再
評
価
﹂（
九
七
︱
一
〇
三
頁
）
に
お
い
て
、
よ

り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

3 
Fried

rich
 Sch

legel, “G
em

äld
eb

esch
reib

u
n
gen

 au
s P

aris 
u
n
d
 d

en
 N

ied
erlan

d
en

 in
 d

en
 Jah

ren
 1802–1804”, F ried

rich
 

Sch
legel K

ritisch
e A

u
sga

be sein
er W

erke, B
d
. IV, M

ü
n
ch

en
 

etc., 1959, S. 9–152.

4 
A
ugust W

ilhelm
 von Schlegel, “Vorlesungen über dram

atische 
K

u
n
st u

n
d
 Literatu

r”, Säm
tlich

e W
erke, B

d
. 5 u

n
d
 6, N

eu
-

d
ru

ck
 H

ild
esh

eim
/N

ew
 Y

o
rk

, 1971. 

特
に
最
終
講
演
。

5 

彼
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
論
﹁
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ル
マ
イ

ア
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
歴
史
画
運
動
﹂、﹃
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
﹄

第
三
十
二
号
、
一
九
九
〇 

、
九
五
︱
一
二
七
頁
、
を
見
よ
。

6 
M

ich
a
e
l H

u
b
e
r u

n
d
 C

a
rl C

h
ristia

n
 H

e
in

rich
 R

o
st, 

H
a

n
d

b
u

ch
 f ü

r K
u

n
stlieb

h
a

b
er u

n
d

 Sa
m

m
ler ü

b
er d

ie 
vorn

eh
m

sten
 K

u
pferstech

er u
n

d
 ih

re W
erke vom

 A
n

fa
n

g 
d

ieser K
u

n
st bis a

u
f gegen

w
ä

rtige Z
eit, D

eu
tsch

e Sch
u
le, 

2 B
d
e., Z

ü
rich

, 1796.

7 
A

d
am

 B
artsch

, P
ein

tre–G
ra

veu
r, 21 B

d
e., W

ien
, 1803–

図29　ショーンガウアー『十字架の道行』1485頃　銅版
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21. 

後
に
図
版
付
き
の
版
が
刊
行
さ
れ
、
現
在
ま
で
版
画
目
録
と
し
て

の
価
値
を
保
っ
て
い
る
。

8 

た
と
え
ば Joh

an
n
 Seb

ald
 B

au
m

eister, G
a

llerie d
er Fa

m
ilien

 
B

ild
er d

es eh
em

a
ls ka

iserlich
en

 H
a

u
ses d

er H
oh

en
sta

u
ffen

. 
N

a
ch

 d
en

 in
 d

em
 K

ön
iglilch

 W
ü

rtem
b

ergisch
en

 K
loster 

Lorch
 befi

n
d

lichen
 O

rigin
a

len
 gezeichn

et

⋮, o. O
. [G

m
ü
n
d
], 

1805, 
は
、
ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
家
の
遺
跡
で
あ
る
ロ
ル
ヒ

修
道
院
の
外
観
、
教
会
堂
内
観
、
墓
碑
彫
刻
な
ど
を
図
版
付
き
で
紹

介
し
て
お
り
、Ad

o
lf H

ein
rich

 Fried
rich

 vo
n
 Sch

lich
tegro

ll, 
G

a
lle

rie
 a

ltte
u

tsch
e
r T

ra
ch

te
n

, G
e
b

r ä
u

ch
e
 u

n
d

 
G

er ä
tsch

a
ften

, n
a

ch
 zu

verl ä
ssigen

 A
bbild

u
n

gen
 a

u
s d

en
 

vorigen
 Ja

h
rh

u
n

d
erten

..., Leip
zig, o

. J. [1802 ?], 

は
、現
物
か

ら
で
は
な
く
図
化
さ
れ
た
も
の
に
基
づ
き
、
古
い
時
代
の
衣
装
・
調

度
・
風
習
を
紹
介
す
る
図
版
集
で
あ
る
。
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀

半
ば
ま
で
の
、
こ
う
し
た
挿
絵
入
り
の
﹁
古
ド
イ
ツ
﹂
に
関
す
る
出
版

物
に
つ
い
て
は
、Sigru

n
 B

ru
n
siek

, A
u

f d
em

 W
eg d

er a
lten

 
K

u
n

st. D
er »a

ltd
eu

tsch
e Stil« in

 d
er B

u
ch

illu
stra

tion
 d

es 
1
9
. Ja

h
rh

u
n

d
erts, M

arb
u
rg, 1994,

の
巻
末
に
付
け
ら
れ
た
カ
タ

ロ
グ
を
見
よ
。

9 
Ibid

., S. 19–21.

10 

プ
フ
ォ
ル
は
故
郷
の
支
援
者
ザ
ラ
ズ
ィ
ン
に
宛
て
た
一
八
一
〇
年
の

学
業
報
告
で
こ
の
体
験
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
正
確
な

時
期
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
プ
フ
ォ
ル
に
つ
い
て
の
基
本
書

で
あ
る F

ritz H
erb

ert Leh
r, D

ie B
l ü

tezeit ro
m

a
n

tisch
er 

B
ild

k
u

n
st. F

ra
n

z P
fo

rr d
er M

eister d
es Lu

k
a

sb
u

n
d

es, 
M

arb
u
rg, 1924, S.37, A

n
m

.1,  

に
も
一
八
〇
八
年
の
春
と
し
か
記

さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
、
プ
フ
ォ
ル
の
遺
稿
を
集
め
た
最
新
の
研
究
で

あ
る

Stefan
 M

atter/M
aria–C

h
ristin

a B
o
ern

er, ... K
a

n
n

 ich
 

vielleich
t n

u
r d

ich
ten

d
 m

a
h

len
? F

ra
n

z P
forrs F

ra
gm

en
t 

ein
es K

ü
n

stlerrom
a

n
s u

n
d

 d
a

s V
erh

ä
ltn

is von
 P

oesie u
n

d
 

M
a

lerei b
ei d

en
 N

a
za

ren
ern

, K
ö
ln

/W
eim

ar/W
ien

, 2007, 
S. 130–134, 

に
至
る
ま
で
、
時
期
で
は
な
く
内
容
に
関
心
が
向
け
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
親
友
ジ
ャ
ン
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
パ
ッ
サ
ヴ
ァ
ン
に

宛
て
た
一
八
〇
八
年
五
月
の
手
紙
に
、
そ
の
こ
と
を
指
す
と
見
ら
れ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
有
意
義
な
体
験
が
言
及
さ
れ
て
い
る
（
拙
著
﹃
フ
ラ

ン
ツ
・
プ
フ
ォ
ル
資
料
Ⅰ
：
パ
ッ
サ
ヴ
ァ
ン
ヘ
の
手
紙
・
一
八
〇
八
年
﹄、

﹃
実
践
女
子
大
美
學
美
術
史
學
﹄第
二
号
、
一
九
八
七
、二
二
︱
四
四
頁
中
、

二
八
頁
、
書
簡
番
号
二
六
）。
そ
の
前
の
手
紙
が
同
年
四
月
十
六
日
付

け
な
の
で
、
そ
れ
以
降
の
四
月
後
半
か
五
月
中
の
出
来
事
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
側
の
資
料
で
は
こ
の
体
験
は
語
ら
れ

て
い
な
い
が
、
四
月
二
十
七
日
付
け
の
父
宛
の
手
紙
に
彼
の
芸
術
的
信

念
が
初
め
て
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
四
月
中
に
起
こ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。

11 
H

einrich
 T

h
om

m
en, “Fraz P

forr in der «Franzensburg». E
in

 

< k
aiserlich

er Sch
lü

ssel>  fü
rs M

ittelalter”, in
 Ö

sterreich
isch

e 
Z

eitsch
rift fü

r K
u

n
st u

n
d

 D
en

km
a

lpfl
ege, B

d
. 63, 2009, S. 

236–245; id
., Im

 Sch
a

tten
 d

es Freu
n

d
es. A

rbeitsm
a

teria
lien

 
von

 Fra
n

z P
forr im

 N
a

ch
la

ss Lu
d

w
ig V

ogels, B
asel, 2010, 

S. 172–189.

12 

最
初
の
収
集
は
、
遅
く
と
も
一
八
〇
三
年
七
月
に
始
ま
っ
た

（T
h
o
m

m
en

, 2010, S.132

）。

13 
Johann H

einrich Tischbein d. J., K
u

rtzgefaß
ten

 A
bhan

dlu
n

g 
ü

ber d
ie A

etzku
n

st, K
assel, 1790.

14 
T
h
o
m

m
en

, 2010, S.132.
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15 
プ
フ
ォ
ル
の
カ
ッ
セ
ル
時
代
と
、
そ
こ
で
行
な
わ
れ
た
版
画
の
模
写

や
収
集
に
つ
い
て
は
、ibid

., S.83–90, 

に
詳
し
い
。
彼
は
一
八
〇
五

年
に
は
伯
父
と
決
裂
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
に
戻
っ

て
お
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
一
八
〇
八
年
の
伯
父
の
死

以
後
に
帰
郷
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
帰
郷
後
す
ぐ
、
支
援
者
た
ち
の
助

け
に
よ
っ
て
版
画
複
製
を
制
作
す
る
仕
事
を
得
て
い
る
（ibid

., S.91–
94

）。
な
お
、
伯
父
は
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
国
（
一
八
〇
三
年
か
ら
は
選
帝
侯

国
）
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
査
閲
官
（In

sp
ek

to
r

）
の
地
位
に
あ
っ
た
が
、
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
八
〇
六
年
以
降
フ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
略
奪

さ
れ（B

ernhard Schnackenburg, G
esam

tkatalog G
em

äldegalerie 
A

lte M
eister K

a
ssel, M

ain
z, 1996, Textb

an
d
, S.18

）、
プ
フ
ォ

ル
が
カ
ッ
セ
ル
に
滞
在
し
続
け
た
と
し
て
も
芸
術
環
境
は
劣
悪
化
し
た

は
ず
で
あ
る
。

16 

プ
フ
ォ
ル
が
作
品
に
反
映
さ
せ
た
こ
と
が
確
実
な
デ
ュ
ー
ラ
ー
時
代

の
版
画
と
し
て
は
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
注
文
し
た
組
作
﹃
ヴ
ァ

イ
ス
ク
ー
ニ
ヒ
﹄（
木
版
、
一
五
〇
五
︱
一
六
）、﹃
ト
イ
ア
ー
ダ
ン
ク
﹄（
木

版
、
初
版
一
五
一
七
）、﹃
凱
旋
行
進
﹄（
木
版
、
初
版
一
五
二
六
）
中
の

そ
れ
ぞ
れ
複
数
画
面
の
他
、
こ
の
あ
と
指
摘
す
る
も
の
以
外
に
、
ア
ル

ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
﹃
木
版
小
受
難
伝
﹄（
一
五
〇
九
）、﹃
書
斎
の

聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
﹄
と
﹃
メ
レ
ン
コ
リ
ア
・
Ⅰ
﹄（
以
上
銅
版
、

一
五
一
四
）、﹃
最
後
の
晩
餐
﹄（
木
版
、
一
五
二
三
）、
ハ
ン
ス
・
ブ
ル

ク
マ
イ
ア
﹃
三
人
の
善
き
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
﹄（
木
版
、
一
五
一
九
頃
）、

ル
カ
ス
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
デ
ン
﹃
頭
蓋
骨
を
持
つ
青
年
﹄（
銅
版
、

一
五
一
九
）
を
指
摘
で
き
る
。

17 

伝
説
の
形
成
と
十
八
世
紀
ま
で
の
そ
の
造
形
化
に
つ
い
て
は
、
拙
著

﹃
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
君
主
像 

︱
始
祖
ル
ー
ド
ル
フ
の
聖
体
信
仰
と
美

術
﹄、
講
談
社
、
一
九
九
四
、
を
見
よ
。
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u
ard

 M
elly, K
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stlerleben

s, 
W
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, 1844, S. 14. 

拙
論
、
一
九
九
〇
、一
〇
六
頁
に
訳
あ
り
。
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左
端
お
よ
び
右
か
ら
二
番
目
。
両
者
の
腕
の
位
置
、
お
よ
び
司
祭
の

重
心
の
軸
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
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マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ー
ン
﹃
モ
ー
ド
の
生
活
文
化
史
・
１
﹄、
長

野
藤
夫
ほ
か
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
九
、二
三
三
︱
二
三
八
頁
。

な
お
、
細
か
な
細
工
の
あ
る
乗
馬
用
ブ
ー
ツ
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
祭
壇

画
﹃
三
位
一
体
の
礼
拝
﹄（
一
五
一
一
）
の
、
ち
ょ
う
ど
中
央
に
位
置
す

る
男
性
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。

21 

大
原
、
一
九
八
八
、一
〇
八
、一
二
四
頁
。
こ
の
壁
画
が
﹁
エ
ジ
プ
ト

の
ヨ
セ
フ
﹂
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
後C

o
rd

u
la G

rew
e, 

P
a
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tin

g th
e Sa

cred
 in

 th
e A

ge of R
om

a
n

ticism
, Su

rrey/
B

u
rlin

gto
n
, 2009, p

p
. 49f., 

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。﹁
エ
ジ
プ
ト

の
ヨ
セ
フ
﹂
は
、
プ
フ
ォ
ル
の
死
後
、
ナ
ザ
レ
派
が
バ
ル
ト
ル
デ
ィ
荘

の
壁
画
制
作
を
請
け
負
っ
た
際
、
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
の
提
案
で
そ
の

主
題
と
な
っ
た
。
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馬
具
の
紋
章
か
ら
推
し
て
、
選
帝
侯
会
議
で
ル
ー
ド
ル
フ
を
推
薦
し

た
プ
フ
ァ
ル
ツ
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
推
測
さ
れ
る
。
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プ
フ
ァ
ル
ツ
伯
も
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
も
実
際
に
は
こ
の
場

に
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
プ
フ
ォ
ル
は
ミ
ュ
ラ
ー
を
通
じ
て
知
っ
て
い

た
が
、
ル
ー
ド
ル
フ
が
選
帝
侯
会
議
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
こ
と
を
表
し

た
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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中
に
は
こ
の
男
性
像
の
模
写
二
点
が
あ
る
が
、
彼
自
身
の
筆
に
な
る
の

か
ど
う
か
は
確
実
で
は
な
い
。
な
お
、
ト
メ
ン
は
﹁
狭
い
門
の
譬
え
話

の
場
面
﹂
と
し
て
い
る
が
、
背
後
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
に
失

わ
れ
た
羊
と
銀
貨
の
譬
え
で
あ
る
。

25 
D

ie G
em

ä
ld

ega
lerie d

es K
u

n
sth

istorisch
en

 M
u

seu
m

s in
 

W
ien

. V
erzeich

n
is d

er G
em

ä
ld

e m
it 2

3
4

1
 A

b
b
ild

u
n

gen
, 

W
ien

, 1991, S.59.

26 

こ
の
銅
版
画
は
、
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
も
彼
の
﹃
十
字
架
の
道
行
﹄

の
手
本
と
し
て
い
る
。
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